
​ジャパン・サステナブルシーフード・アワード事務局​

​第7回ジャパン・サステナブルシーフード・アワード​
​評価指針​

​ジャパン・サステナブルシーフード・アワード（JSSA）は、持続可能な水産業の推進やサステ​
​ナブル・シーフードの普及に大きく貢献した取り組みを表彰するアワードです。​
​業界の未来を切り拓くリーダーや、協力によって新たな価値を生み出したプロジェクトを広く募​
​集し、その功績を社会に発信します。​
​JSSAでは、受賞候補となる取り組みを公平かつ透明性高く評価するため、以下の評価指標を設​
​けています。これらの指標に基づき、持続可能性や社会的インパクト、革新性、協働の広がりな​
​ど多角的な観点から審査を行います。​

​※本評価指針は、JSSA 2026の選考における参考資料です。内容は予告なく変更となる場合があ​
​ります。​

​I.​ ​総論​

​1.​ ​持続可能な水産業の推進やサステナブル・シーフードの普及に貢献する取り組みのうち、特​
​に秀でたものを選出したい。​

​＜国内部門＞​
​日本で単独もしくは複数の企業、組織、個人が実施し、日本国内の業界に好影響を与え​

​たプロジェクトのうち、特に以下を重視する。​

​●​ ​画期的な取り組みにより、パイオニア的存在となったもの​
​●​ ​個人、組織、分野などの垣根を越えた協働（同業者間の協働も含む）によってインパク​

​トを増大できたもの​

​＜アジア部門＞​
​アジア（日本を含む）において、特定の国・地域で、または複数国・地域にまたがって、​

​業界に好影響を与えたプロジェクトのうち、特に以下を重視する。​

​●​ ​特定の国・地域で持続可能な水産業の推進やサステナブル・シーフードの普及の先駆け​
​となったもの​

​●​ ​個人、組織、分野、国・地域など、さまざまな垣根を越えた協働によってインパクトを​
​増大できたもの​

​2.​ ​水産物を直接扱っていない取り組みも選考対象とするが、その場合は水産物の持続可能性と​
​の関連性を説明できているかを重視する。​

​●​ ​積極的に評価する例：混獲を減らす漁具を開発している、炭素排出量に配慮した飼料​
​によって持続可能な養殖業に貢献している​

​●​ ​積極的に評価しない例：漂着ゴミを回収しているという活動と水産との関連性が説明​
​できていない​

​※上記はあくまで例であり、プロジェクトの分野は上記例に限るものではない​

​3.​ ​実質的な違いが、扱っている課題（例：ジェンダー問題か生態系保全）のみ、あるいはプロ​



​ジェクト実施国のみである、というように相対評価がしにくいがいずれも非常に優れている​
​という案件が同一部門内に複数ある場合などは、特別賞の設置等を検討し得る（選考委員会​
​の最終判断に委ねる）。​

​II.​ ​効果的な実施に欠かせない要素（全プロジェクト共通）​

​1.​ ​課題が特定されているか​
​2.​ ​活動がその課題の解決策となっているか​
​3.​ ​活動目的が具体的か​
​4.​ ​短期目標（プロジェクト終了まで）が具体的に設定できているか​
​5.​ ​プロジェクト実施体制が明確か​
​6.​ ​プロジェクトの実施によって、どのようなインパクトを社会にもたらし、どのように社​

​会を変えていけているか（または変えられたか）説明できているか​

​III.​ ​プロジェクトの効果を高める加点要素​

​1.​ ​革新性または創造性という観点でのアピールポイント​
​2.​ ​＜応募書類では任意記述＞　中長期目標、活動の次のステージなど、直近の活動だけに​

​とどまらない中長期的な視野、俯瞰性があるか​
​3.​ ​＜応募書類では任意記述＞　水産資源や環境、生態系に対する取り組みと成果という観​

​点のアピールポイント​
​4.​ ​＜応募書類では任意記述＞　社会課題（例：労働環境の改善、差別の撤廃、働きがいの​

​創出）への取り組みと成果という観点のアピールポイント​

​IV.​ ​その他、上記指標には含まれないが審査員が特に優れていると考える要素（加点要素）​

​上記の各評価指標で測ることができないが、特筆すべき素晴らしい点。​

​以上​

​お問い合わせ先​

​ジャパン・サステナブルシーフード・アワード事務局​
​E-mail: jssa-support@seafoodlegacy.com​


